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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と光透過性カバー層との間に、基板側から少なくともＬ０層、Ｌ１層、Ｌ２層の３
層の記録層及び各記録層間の光透過性スペーサ層を積層してなる光記録媒体であって、
　前記Ｌ０層を除く記録層のうち少なくとも１層の記録層が、前記Ｌ０層と平行な平面に
対して、チルト角αが、０．３°≦α≦０．６°、且つ、チルト周期Ｐが、０．６４μｍ
≦Ｐ≦８００μｍの範囲で、前記チルト角αを、トラック方向及びこれと直交する方向の
少なくとも一方向に、周期的に変動して形成されていることを特徴とする光記録媒体。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記チルト角αが変動する記録層は、周期的に傾斜の向きが変化する勾配が与えられて
いることを特徴とする光記録媒体。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記Ｌ１層のみに、前記チルト角の変動を与えたことを特徴とする光記録媒体。
【請求項４】
　基板と光透過性カバー層との間に、基板側から少なくともＬ０層、Ｌ１層、Ｌ２層の３
層の記録層及び各記録層間の光透過性スペーサ層を積層してなる光記録媒体であって、
　前記Ｌ０層を除く記録層のうち少なくとも１層の記録層が、前記Ｌ０層に対する厚み方
向の距離を、変動量ｈが、１．７ｎｍ≦ｈ≦２μｍ、且つ、変動周期Ｑが０．６４μｍ≦
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Ｑ≦８００μｍの範囲で、トラック方向及びこれと直交する方向の少なくとも一方向に、
周期的に変動して形成されていることを特徴とする光記録媒体。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記記録層の、前記Ｌ０層に対する距離が周期的に順次増大、且つ、減少し、全体とし
て周期的に勾配の方向が変化するように、前記変動量ｈが与えられたことを特徴とする光
記録媒体。
【請求項６】
　請求項４において、
　前記記録層は少なくともグルーブ内に設けられ、このグルーブは、１トラック置きのグ
ルーブ群と、その間の１トラック置きの他のグルーブ群とで、深さが異なって形成された
ことを特徴とする光記録媒体。
【請求項７】
　請求項４乃至６のいずれかにおいて、
　前記Ｌ１層のみに、前記厚み方向の変動を与えたことを特徴とする光記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光記録媒体に係り、特に、３層以上の記録層を備えた光記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルデータを記録するための記録媒体として、ＣＤ（コンパクト・ディスク）やＤ
ＶＤ（デジタル・バーサタイル・ディスク）等の光記録媒体が広く利用されている。この
ような光記録媒体において、記憶容量を増大させるために、情報記録層を複数層構造とす
る多層光記録媒体がある。このような多層光記録媒体において、各記録層は光透過性スペ
ーサ層を間にして積層された構造となっている。
【０００３】
　上記のような多層構造の光記録媒体においては、ある記録層の記録マークを再生する際
に、他の記録層の記録マークを再生してしまうことはないが、他の記録層からの反射光が
存在し、この反射光量もしくは記録層間の距離が、何らかの原因で変動した場合には、そ
の変動（以下クロストーク変動）がノイズとして再生信号に重畳されてしまうという問題
点がある。
【０００４】
　このような層間クロストークの影響を低減させるための対策として、例えば特許文献１
に記載されるように、記録層間距離を記録層毎に不均一とする光記録媒体が提案されてい
る。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２１３７２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明は、多層の光記録媒体における各記録層の構成とクロストークとの関係から、
更に効率良く層間クロストークを低減させるようした光記録媒体を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、鋭意研究の結果、光透過性スペーサ層の全体の厚みが５μｍ以上のときに
３次クロストーク（説明後述）が層間クロストークの大部分を構成し、しかも、そのほぼ
全てが共焦点クロストーク（説明後述）によるものであることを見出した。又、実際の４
層の光記録媒体は、５０μｍ程度の光透過性スペーサ層を有していて、層間クロストーク
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による影響のほぼ全てが共焦点の３次クロストークによるものであることを見出した。
【０００８】
　ここで、前記「３次クロストーク」及び「共焦点クロストーク」について説明する。
【０００９】
　図３（Ａ）に示されるように、例えば基板１２と光透過性カバー層１４の間にＬ０層１
６、Ｌ１層１８、Ｌ２層２０、Ｌ３層２２の４層の記録層を備えた光記録媒体１０の、例
えばＬ０層１６を再生する際、光透過性カバー層１４へ入射した再生光のうち、Ｌ０層１
６でのみ反射されて光記録媒体外部へ出射する成分が信号光である。一方、Ｌ１層１８、
Ｌ２層２０、Ｌ３層２２のいずれかで１回だけ反射されて光記録媒体外部へ出射する成分
も存在し、これがいわゆるクロストーク光であるが、後述の多重反射成分と区別するため
に「１次のクロストーク（光）」と呼ぶことにする。多層の光記録媒体は、有限の反射率
を有する記録層を積層した構造なので、これらの記録層間を何度も反射する多重反射成分
がある。
【００１０】
　実際に光記録媒体外部へ出射する多重反射成分は記録層による奇数回の反射を経験した
光のみで、これらのうち反射回数が最も少ないものは３回の反射を経験する。これを「３
次のクロストーク（光）」と呼ぶことにする。
【００１１】
　図３（Ａ）は３次のクロストークの一例で、Ｌ２層→Ｌ３層→Ｌ１層の順に反射する成
分である。この他にも５回、７回、・・・とより多くの反射を経験する成分も存在するが
、反射の度に光の強度は減衰するので、５回以上反射する多重反射成分は無視してよい。
図３（Ａ）において点線で示されているのが信号光の光路であるが、太線で示されている
３次のクロストーク光は信号光と全く同じ光路へ射出している。一般に１次や３次のクロ
ストーク光は信号光と異なる光路へ射出するが、記録層間の間隔が特別な場合に、図３（
Ａ）のように信号光と同じ光路へ射出するクロストーク光が存在する。このような成分を
特に「共焦点クロストーク（光）」と呼ぶ。
【００１２】
　図３にはある特定の入射角を持った１本の光線が示されているが、実際には一定の入射
角範囲に無数の光線が存在しており、これらが一点に集中する点が焦点である。共焦点ク
ロストーク光は光記録媒体内部では信号光と異なる点で集光するにも拘わらず、光記録媒
体外部ではあたかも信号光と同一の焦点を発した発散球面波として振舞う。
【００１３】
　本発明は上記共焦点の３次クロストークを低減させることによって、全体のクロストー
クを効果的に低減させることができる光記録媒体により上記目的を達成するものである。
【００１４】
　即ち、以下の本発明により上記目的を達成することができる。
【００１５】
　（１）基板と光透過性カバー層との間に、基板側から少なくともＬ０層、Ｌ１層、Ｌ２
層の３層の記録層及び各記録層間の光透過性スペーサ層を積層してなる光記録媒体であっ
て、前記Ｌ０層を除く記録層のうち少なくとも１層の記録層が、前記Ｌ０層と平行な平面
に対して、チルト角αが、０．３°≦α≦０．６°、且つ、チルト周期Ｐが、０．６４μ
ｍ≦Ｐ≦８００μｍの範囲で、前記チルト角αを、トラック方向及びこれと直交する方向
の少なくとも一方向に周期的に変動して、形成されていることを特徴とする光記録媒体。
【００１６】
　（２）前記チルト角αが変動する記録層は、周期的に傾斜の向きが変化する勾配が与え
られていることを特徴とする（１）に記載の光記録媒体。
【００１７】
　（３）前記Ｌ１層のみに、前記チルト角の変動を与えたことを特徴とする（１）又は（
２）に記載の光記録媒体。
【００１８】
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　（４）基板と光透過性カバー層との間に、基板側から少なくともＬ０層、Ｌ１層、Ｌ２
層の３層の記録層及び各記録層間の光透過性スペーサ層を積層してなる光記録媒体であっ
て、前記Ｌ０層を除く記録層のうち少なくとも１層の記録層が、前記Ｌ０層に対する厚み
方向の距離を、変動量ｈが、１，７ｎｍ≦ｈ≦２μｍ、且つ、変動周期Ｑが０．６４μｍ
≦Ｑ≦８００μｍの範囲で、トラック方向及びこれと直交する方向の少なくとも一方向に
、周期的に変動して形成されていることを特徴とする光記録媒体。
【００１９】
　（５）前記記録層の、前記Ｌ０層に対する距離が周期的に順次増大、且つ、減少し、全
体として周期的に勾配の方向が変化するように、前記変動量ｈが与えられたことを特徴と
する（４）に記載の光記録媒体。
【００２０】
　（６）前記記録層は少なくともグルーブ内に設けられ、このグルーブは、１トラック置
きのグルーブ群と、その間の１トラック置きの他のグルーブ群とで、深さが異なって形成
されたことを特徴とする（４）に記載の光記録媒体。
【００２１】
　（７）前記Ｌ１層のみに、前記厚み方向の変動を与えたことを特徴とする（４）乃至（
６）のいずれかに記載の光記録媒体。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、基板と光透過性カバー層との間に、基板側から少なくともＬ０層、Ｌ１層、
Ｌ２層の３層の記録層及び各記録層間の光透過性スペーサ層を積層してなる光記録媒体に
おける、前記Ｌ０層を除く記録層のうち少なくとも１層の記録層を、Ｌ０層に対するチル
ト角あるいはＬ０層に対する距離を周期的に変動させることによって、３次クロストーク
光を受光素子からずらすことができ、これにより、層間クロストークの影響を大幅に低減
させることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　光記録媒体は、基板と光透過性カバー層（以下カバー層）との間に、基板側からＬ０層
、Ｌ１層、Ｌ２層、Ｌ３層の記録層及び各記録層間の光透過性スペーサ層（以下スペーサ
層）を積層してなり、前記Ｌ１層はＬ０層と平行な平面に対して、チルト角αが、０．３
°≦α≦０．６°、且つ、チルト周期Ｐが、０．６４μｍ≦Ｐ≦８００μｍの範囲で、チ
ルト角αをトラック方向と直交する方向に周期的に変動して形成されている。
【実施例１】
【００２４】
　次に、図１及び図２に示される本発明の実施例１について説明する。
【００２５】
　この実施例１に係る光記録媒体１０は、基板１２とカバー層１４との間にＬ０層１６、
Ｌ１層１８、Ｌ２層２０、Ｌ３層２２の４層の記録層及び各記録層間のスペーサ層１７、
１９、２１を積層して構成されている。
【００２６】
　前記Ｌ１層１８は、前記Ｌ０層１６と平行な仮想平面２４に対して、チルト角αが、０
．３°≦α≦０．６°、且つ、チルト周期Ｐが、０．６４μｍ≦Ｐ≦８００μｍの範囲で
トラック方向と直交する方向（ディスク直径方向）に周期的に変動して形成されている。
【００２７】
　次に、上記実施例１の光記録媒体１０によって、３次の共焦点クロストークを低減する
作用機序について、図３～６を参照して説明する。図３は、４層の光記録媒体において、
Ｌ０層１６を再生する場合の、共焦点クロストーク光の光路を示したものである。
【００２８】
　説明は省略するが、図３（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に示される３種類のパターンの、共焦
点クロストーク光を低減すれば、全体の記録再生特性が向上することが分かっている。図
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３（Ａ）～（Ｃ）に示されるように、３種類のパターンの共焦点クロストーク光は、Ｌ０
層１６で１回だけ反射された信号光と全く同じ光路をとることが分かり、従って、このク
ロストーク光を低減すると、全体の記録再生特性が向上される。
【００２９】
　前記図３（Ａ）の場合を拡大して図４に示し、共焦点クロストーク光の影響を低減させ
る作用機序について更に詳細に説明する。
【００３０】
　図４においては、入射する無数の光線のうち光軸に該当する光線を入射光Ｉとして示し
ている。又、クロストーク光Ｃも光軸に相当する光線を示している。又、信号光Ｓは、ビ
ームスポット径のエッジに相当する光線が示されている。
【００３１】
　更に、分かり易くするため、図４において、Ｌ２層２０及びＬ３層２２で反射されてＬ
１層１８に到達する光は、その間の光路を省略し、Ｌ１層１８で反射されてから光記録媒
体１０の外部へ出射するまでの光路を太線で示している。又、Ｌ１層１８は、前記入射光
Ｉの光軸上において、チルト角αだけ傾斜されているものとする。
【００３２】
　図４に示されるように、入射光Ｉは、Ｌ３層～Ｌ１層２２、２０、１８を通ってＬ０層
１６に到達し、その反射光が前記信号光Ｓとなる。前記入射光Ｉの、Ｌ１層１８での反射
光はクロストーク光Ｃとして、図４に示されるように出射される。
【００３３】
　このクロストーク光Ｃは、Ｌ１層１８で反射される際に、Ｌ１層１８のチルト角αの２
倍の２αだけ、前記信号光Ｓと異なる方向に進行する。更に、カバー層１４の表面での屈
折により偏向されて、表面の法線、即ち入射光Ｉと平行な直線に対して角度φとなる方向
に出射される。
【００３４】
　ここで、幾何学的な考察（スネルの法則）により、前記カバー層１４の屈折率をｎとし
たとき、前記φとｎ及びαとの関係は、次の（１）式によって与えられる。
【００３５】
　　φ＝sin-1｛ｎsin（２α）｝　　　　　…（１）
【００３６】
　前記外部に出射したクロストーク光Ｃの光軸の延長線Ｃ１と信号光Ｓとの光軸の延長線
Ｓ１の、前記入射光Ｉの光軸との交差点間の距離Δは、前記Ｌ０層１６の、カバー層１４
の表面からの深さをＴ、Ｌ０層１６とＬ１層１８の層間距離をｔとすると、次の（２）式
で与えられる。
【００３７】
　　Δ＝tan２α／tanα・（Ｔ－ｔ）－tanθ／tanθ０・Ｔ　　　…（２）
【００３８】
　次に、図５を参照して、前記信号光Ｓとクロストーク光Ｃの、光ヘッド（全体図示省略
）における受光素子２６上のずれについて説明する。このずれが十分に大きくて、受光素
子２６にクロストーク光が受光されない程度であれば、クロストーク光の影響は解消され
ている。
【００３９】
　図５において、符号Ｌ１は、前記受光素子２６の中心光軸ＣＬにおける、前記Ｌ１層１
８と光ヘッドの対物レンズ２８の主平面との距離、Ｌ２は対物レンズ２８の主平面と受光
素子２６の受光面との距離、Ｌ３は、対物レンズ２８と受光素子２６との間における、前
記中心光軸ＣＬとクロストーク光Ｃの光軸との交点と受光素子２６の受光面との距離をそ
れぞれ示す。
【００４０】
　図４に示されるように、Ｌ０層１６に集光された入射光Ｉは、ここで反射されて信号光
Ｓとなり、図５に示されるよう、前記対物レンズ２８によって受光素子２６上に集光され
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る。一方、クロストーク光Ｃ（光軸）は、図５に示されるように、信号光Ｓの集光点から
Δだけ離れた点から、角度φで出射する光線として振舞うため、前記受光素子２６上で、
信号光の集光点から、光軸と直交する方向にＸだけシフトした位置に到達する。
【００４１】
　上記の各変数の相互関係は、幾何学的な解析計算によって、次の（３）式～（６）式に
よって示されることになる。ここで、βは対物レンズ２８の倍率、ｆは焦点距離をそれぞ
れ示す。
【００４２】
　　Ｌ１＝（β＋１）／β・ｆ　　　　　…（３）
　　Ｌ２＝（β＋１）・ｆ　　　　　　　…（４）
　　Ｌ３＝β2・ｆ・Δ／（ｆ＋β・Δ）　　　…（５）
　　Ｘ（Δ，φ）＝（Ｌ１＋Δ）／（Ｌ１－Ｌ３）・Ｌ３・tanφ　　　…（６）
【００４３】
　更に、上記シフト量Ｘは、Δ及びφを介してαに依存していて、この関係は、図６に示
されるようになる。但し、この場合は、対物レンズのＮＡ＝０．８５、倍率β＝１０、光
源波長λ＝４０５ｎｍ、Ｔ＝１００μｍ、ｔ＝１０μｍとした。又、これらのパラメータ
で表わされる光学系において、受光素子２６上での信号光のスポット径は約５．８１μｍ
となる。
【００４４】
　従って、前記受光素子２６のサイズを約５．８１μｍとすれば、良好な信号の再生がで
き、且つ、クロストーク光Ｃの中心が受光素子２６の端部までシフトすればその影響を低
減できることになる。これは、受光素子２６上で、信号光Ｓに対するクロストーク光Ｃの
シフト量Ｘが、受光素子２６のサイズが１／２以上であれば、クロストーク光Ｃの影響を
解消できることを意味する。
【００４５】
　この条件は、図６において一点鎖線で示される、シフト量Ｘが２．９μｍ以上となる場
合のチルト角αは図６から、０．３°以上であれば良いこととなる。
【００４６】
　次に、前記チルト周期Ｐについて説明する。図２から、Ｌ１層１８のチルト周期Ｐは、
周期的チルトによる厚み変動ｈの最大値をＨとすると、幾何学的考察により、Ｘ、Ｐ及び
αとの関係は次の（７）式によって与えられる。（７）式の関係を、グラフにすると、図
７に示されるようになる。
【００４７】
　　ｈｍａｘ＝Ｈ＝（Ｐ／２）・tanα　　　　　　　　…（７）
【００４８】
　又、前記変動量ｈについて、Ｌ０層とクロストークの対象となるＬＭ層（Ｎ≧３、１≦
Ｍ≦Ｎ－１）との距離がｈだけ変動しているということは、平坦なＬ０層に対してＬＭ層
が最大ｈの凹凸を持つことを意味する。しかしながら、ＬＭ層の凹凸量ｈがあまり大きい
とＬＭ層の再生時に球面収差を補正できないこと、フォーカスサーボが追従できないこと
、等の理由から良好な再生が妨げられてしまうという問題が発生する。こうした事情によ
り、厚みの変動量ｈは２μｍ以下であることが好ましい。
【００４９】
　一方、Ｌ１層１８における良好な記録再生という観点からは、チルト角αは０．６°以
下であることが好ましい。又、光記録媒体への記録・再生を行なう場合、記録・再生用レ
ーザ光は記録層へ垂直入射することが好ましい。ディスクの反りやドライブの振動によっ
てレーザ光の光軸と記録層の法線との間に有限の角度が生じると、コマ収差が発生して良
好な記録・再生を妨げてしまう。こうしたコマ収差を許容範囲内に収めるためにも、チル
ト角αが０．６°以下であることが好ましい。
【００５０】
　そこで、図７には、α＝０．３～０．６°の場合が示されている。又、前記のように周
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期的チルトによる厚み変動ｈの最大値Ｈは２μｍであるので、チルト周期Ｐの上限を決定
するものであり、図７からは、確実に、良好な記録再生を得るという観点からは、８００
μｍ程度を上限とするのが好ましい。
【００５１】
　一方、チルト周期Ｐの下限は、光記録媒体製造プロセス上の制約やグルーブ形状の最小
単位によって決定される。そして、近年の光記録媒体製造プロセス技術によれば、０．３
μｍ程度のグルーブや、更に微細なピット構造の形成は容易であるので、チルト周期Ｐの
下限はグルーブ形状の最小単位によって決まることになる。
【００５２】
　これは、図１０において二点鎖線で示される構成に相当するが、チルト周期と記録トラ
ック周期とを等しいこととすると、本発明の目的とする作用効果は得られない。従って、
チルト周期の最小値は記録トラックの２周期分となり、前記と同様の記録パラメータを用
いる場合（例えば波長λ＝４０５ｎｍ、ＮＡ＝０．８５・・・）、適正な記録トラック周
期は約０．３２μｍであるから、チルト周期の最小値はその２倍の０．６４μｍとなる。
【００５３】
　結果として、周期的チルト構造のチルト周期Ｐは、０．６４μｍ≦Ｐ≦８００μｍであ
ることが好ましい。
【００５４】
　更に、変動量ｈの最小値は、Ｐの最小値が０．６４μｍであること、及び、（７）式か
ら、α＝０．３°のとき、ｈmin＝１．７ｎｍとなる。
【００５５】
　上記実施例１においては、図３（Ａ）に示される共焦点クロストーク光のパターンにつ
いてのみ解析しているが、同様の幾何学的考察によって図３（Ｂ）及び（Ｃ）の２種類の
パターンについては、本発明の実施例によれば、更に大きなシフト量Ｘが期待され、従っ
て解析は不要であり、説明は省略する。
【実施例２】
【００５６】
　次に、図８に示される本発明の実施例２について説明する。
【００５７】
　この実施例２の光記録媒体３０はＬ１層３２を仮想平面２４に対してチルト角αが、＋
α又は－αと、周期的に傾斜の向きが変化する勾配が与えられて形成されたものである。
図８の符号３４はグルーブ、３６はランド部をそれぞれ示す。ここで、トラックを定義す
るために形成された凹凸の溝形状において、光入射面からみて近い（浅い）領域をグルー
ブ、遠い（深い）領域をランドと呼ぶ。
【００５８】
　この実施例２のような光記録媒体３０を製造するためには、マグネトロンスパッタによ
って基板１２上にＬ０層を形成し、その上に、紫外線等の放射線により硬化する放射線硬
化樹脂を塗布して、これが未硬化の状態で、グルーブ形状やプリピットの凹凸を形成して
あるスタンパを押し当てた状態で放射線を照射し、放射線硬化樹脂にスタンパ形状を転写
して、Ｌ０層とＬ１層の間のスペーサ層を形成する。ここで、前記スタンパに予め、図８
に示されるような周期勾配を与えておくことによって、光記録媒体３０の生産性を犠牲に
することなく、Ｌ１層３２を形成することができる。
【実施例３】
【００５９】
　次に、図９に示される本発明の実施例３について説明する。
【００６０】
　この実施例３の光記録媒体４０（全体図示省略）のＬ１層４２は、グルーブ４４の斜面
部分の段差を隣接する斜面毎に変化させることによって全体として傾斜を持つように形成
されている。
【００６１】
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　この実施例３の光記録媒体４０においては、記録マークを形成する個々のグルーブ４４
あるいはランド部分４６を（傾斜させることなく）平坦とすることができるため、全体と
して傾斜したＬ１層４２に記録を行なう際にも、光ヘッド側のチルトの調整を行なう必要
が無い。
【００６２】
　又、Ｌ１層４２により、クロストーク光のような大きなスポット径のビームを反射する
際には、ビームスポット内に多数のトラックあるいはグルーブ、ランド部が含まれること
によって、これらが回折格子として機能し、ビームの偏向が可能となる。これは、回折格
子の０次反射光が鏡面反射の射出角度に一致することを利用したものである。
【実施例４】
【００６３】
　次に、図１０を参照して本発明の実施例４に係る光記録媒体５０（全体図示省略）につ
いて説明する。
【００６４】
　この光記録媒体５０におけるＬ１層５２は、前記Ｌ０層５１に対する厚み方向の距離を
、変動量ｈが、１．７ｎｍ≦ｈ≦２μｍ、且つ、変動周期Ｑ（チルト周期Ｐに対応する）
が０．６４μｍ≦Ｑ≦８００μｍの範囲で、トラック方向と直交する方向に周期的に変動
して形成したものである。
【００６５】
　更に詳細には、従来形状のグルーブ５４Ａに対して、１トラック置きに高さ（深さ）が
大きいグルーブ５４Ｂを設けてグルーブ段差を変調したものである。
【００６６】
　この実施例４の光記録媒体５０においては、クロストーク光のように大きなスポット径
のビームを反射する際には、Ｌ１層５１での多数のグルーブ５４Ａ、５４Ｂが回折格子と
して作用し、前述のように、グルーブ５４Ａの群とグルーブ５４Ｂの群では、交互に高さ
（深さ）が変化しているため、回折強度のピークを与える回折角が新たに付け加わり、ク
ロストークの反射光（回折の０次光）強度が低下することになる。
【００６７】
　上記各実施例１～４の光記録媒体において、Ｌ１層のチルト角やＬ０層に対する距離の
変動は、トラックと直交する方向に設定されているが、本発明はこれに限定されるもので
なく、トラック方向あるいはトラックと直交する方向の両方で変動を与えるようにしても
よい。
【実施例５】
【００６８】
　実施例５の光記録媒体６０（全体図示省略）は、図１１に模式的に示されるように、ト
ラック方向に前記実施例１～４に示されるような変調を施したものである。
【００６９】
　なお、上記各実施例において、光記録媒体は、Ｌ０層～Ｌ３層の４層構造とされていて
、そのＬ１層にチルト角やＬ０層との距離の変動を与えたものであるが、本発明はこれに
限定されるものでなく、記録層を３層以上有する光記録媒体に適用され、且つ、チルト角
等の変動を与える記録層は、Ｌ０層以外の記録層の少なくともいずれか一層に施されるも
のであればよい。
【００７０】
　但し、一層のみにチルト角等の変動を付与する場合は、Ｌ１層に設けるのが効果的であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の実施例１に係る光記録媒体を示す一部断面とした斜視図
【図２】図１におけるＡ部分を拡大して模式的に示す断面図
【図３】同実施例１におけるＬ０層の再生の際のクロストーク光の光路パターンを模式的
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に示す断面図
【図４】実施例１の光記録媒体において、Ｌ０層の再生時に生じるクロストーク光、信号
光及びＬ１層の構成との関係を模式的に示す拡大断面図
【図５】実施例１の光記録媒体から出射された信号光とクロストーク光が受光素子に到達
する状態を模式的に示す断面図
【図６】図５に示された受光素子上でのクロストーク光の結像位置のずれとＬ１層のチル
ト角との関係を示す線図
【図７】実施例１のＬ１層におけるチルト角、チルト周期及び最大厚み変動との関係を示
す線図
【図８】実施例２に係る光記録媒体のＬ１層の状態を模式的に示す断面図
【図９】実施例３に係る光記録媒体のＬ１層の状態を模式的に示す断面図
【図１０】実施例４に係る光記録媒体におけるＬ１層の状態を模式的に示す断面図
【図１１】実施例５に係る光記録媒体でのＬ１層の状態を示す模式的に示す断面図
【符号の説明】
【００７２】
　１０、３０、４０、５０、６０…光記録媒体
　１２…基板
　１４…光透過性カバー層
　１６…Ｌ０層
　１７、１９、２１…光透過性スペーサ層
　１８、３２、４２、５２、５１…Ｌ１層
　２０…Ｌ２層
　２２…Ｌ３層
　２４…仮想平面
　２６…受光素子
　２８…対物レンズ
　３４、４４、５４Ａ、５４Ｂ…グルーブ
　３６、４６…ランド部
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